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(57)【要約】
【課題】使用後または洗浄消毒後の医療器具を、効率良
く収容ケースに梱包できるとともに、収容ケース内にお
ける医療器具の移動を防止することのできる構成を具備
する医療器具運搬ユニットを提供する。
【解決手段】内視鏡１００を保持する保持網２と、保持
網２に設けられた、該保持網２に保持された内視鏡１０
０に対し非接触で保持網２を把持する該保持網２の把持
部２ｈと、保持網２が収容自在な収容ケース１０と、保
持網２と収容ケース１０との少なくとも一方に設けられ
た、収容ケース１０に内視鏡１００を保持する保持網２
が収容された際、収容ケース１０内において、収容され
た内視鏡の位置を固定する係止ピン２ｐと、を具備した
ことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用後または洗浄消毒後の医療器具を運搬する医療器具運搬ユニットであって、
　前記医療器具を保持する保持部材と、
　前記保持部材に設けられた、該保持部材に保持された前記医療器具に対し非接触で前記
保持部材を把持する該保持部材の把持部と、
　前記保持部が収容自在な収容部材と、
　前記保持部材と前記収容部材との少なくとも一方に設けられた、前記収容部材に前記医
療器具を保持する前記保持部材が収容された際、前記収容部材内において、収容された前
記医療機器の位置を固定する固定部材と、
　を具備したことを特徴とする医療器具運搬ユニット。
【請求項２】
　前記保持部材は、前記医療器具を保持した状態で、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に対し収
容自在であり、
　前記医療器具は、前記保持部材に保持された状態で、前記洗浄消毒槽内において洗浄消
毒されることを特徴とする請求項１に記載の医療器具運搬ユニット。
【請求項３】
　前記収容部材に、該収容部材に前記保持部材が収容された際、前記収容部材外に前記把
持部を露出させる把持部露出孔が形成されていることを特徴とする請求項１または２に記
載の医療器具運搬ユニット。
【請求項４】
　前記保持部材は、前記医療器具が載置される保持網から構成されており、
　前記固定部材は、前記保持網に形成された、前記医療器具の位置を前記保持網上におい
て規定する前記医療器具が係止される係止ピンであることを特徴とする請求項１～３のい
ずれか１項に記載の医療器具運搬ユニット。
【請求項５】
　前記保持部材は、前記医療器具が収容自在な、少なくとも表面が弾性部材から網状に形
成されたケース部材から構成されており、
　前記固定部材は、前記ケース部材における前記医療器具のケース部と、該ケース部に設
けられた前記医療器具の位置を前記ケース部において規定する前記医療器具が係止される
係止ピンと、前記ケース部に対して開閉自在な蓋体とから構成されていることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか１項に記載の医療器具運搬ユニット。
【請求項６】
　前記固定部材は、前記収容部材内に設けられた、該収容部材に前記保持部材が収容され
た際、前記保持部材の一部が嵌入する固定溝であることを特徴とする請求項１～５のいず
れか１項に記載の医療器具運搬ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用後または洗浄消毒後の医療器具を運搬する医療器具運搬ユニットに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、洗浄消毒装置を用いて体腔内の検査や治療等の目的に使用される医療器具、例
えば内視鏡の洗浄消毒処理を行う場合、先ず、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽内に、使用済み
の内視鏡が収容され、その後、洗浄消毒槽内における設定位置に内視鏡がセッティングさ
れる。
【０００３】
　次いで、洗浄消毒槽の収容口に対し、トップカバーが閉成された後、処理開始スイッチ
がＯＮされると、最初に洗浄工程が開始される。洗浄工程では、先ず、洗浄消毒槽内に洗
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浄液が供給され、該供給後の洗浄液が循環されることにより、その水流にて内視鏡が洗浄
される。
【０００４】
　洗浄工程終了後は、消毒工程において洗浄消毒槽に洗浄液の供給と同様に消毒液が供給
され、内視鏡が消毒液に浸漬されることにより内視鏡の消毒が行われ、次いで、洗浄消毒
槽に洗浄液の供給と同様に濯ぎ水が供給されて、内視鏡の濯ぎが行なわれる。
【０００５】
　最後に、乾燥工程において、内視鏡に、洗浄液及び消毒液の供給と同様にエアが供給さ
れることにより、内視鏡の除水、乾燥が促進され、一連の工程が終了する。
【０００６】
　ここで、使用済みの内視鏡を洗浄消毒槽に収容する際、または洗浄消毒装置を用いた洗
浄消毒終了後の内視鏡を保管庫等に収容する際、作業者は、内視鏡を把持して検査位置か
ら洗浄消毒装置に、または洗浄消毒装置から保管庫に内視鏡を運搬するのが一般的である
。
【０００７】
　ところが、内視鏡の運搬の際、例えば検査終了後、内視鏡を洗浄消毒装置へと運搬する
場合には、運搬中に、内視鏡が検査室内の配置物や床、壁等に不意に接触してしまい、内
視鏡に付着した体液等の汚れが、配置物や床、壁等に付着され、これらを汚してしまう場
合があるといった問題があった。
【０００８】
　また、洗浄消毒終了後、内視鏡を保管庫に運搬する場合においても、運搬中に洗浄消毒
後の内視鏡が検査室内の配置物や床、壁等に不意に接触してしまうと、配置物や床、壁等
から内視鏡に汚れが付着してしまうといった問題もあった。
【０００９】
　これは、内視鏡は細長に構成されていることから、作業者の手によって２点で把持され
た状態では、内視鏡の一部が垂れ下がってしまい、該垂れ下がった部位が、他の部材に接
触しやすくなってしまうためである。
【００１０】
　このような問題に鑑み、特許文献１には、細長な内視鏡が巻回されて載置されることに
より、内視鏡を保持した状態で内視鏡の運搬を行うことができる保持網が開示されている
。作業者により保持網が用いられて内視鏡の運搬が行われれば、作業者は、内視鏡に触れ
ることなく内視鏡の運搬を行うことができる他、細長な内視鏡は、保持網上に載置されて
いることから、運搬中に内視鏡が不意に検査室内の配置物や床、壁等に接触してしまうこ
とを防ぐことができる。
【００１１】
　また、保持網は、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に対しても収容自在であるため、内視鏡は
保持網に載置された状態で洗浄消毒できることから、保持網から内視鏡を取り出すことな
く、即ち、内視鏡に対し非接触で内視鏡を洗浄消毒槽に収容することができるとともに、
洗浄消毒収容後も、内視鏡に対し非接触で、保持網ごと内視鏡を洗浄消毒槽から取り出す
ことができる。
【００１２】
　さらに、保持網を用いた状態で洗浄消毒を行うことにより、洗浄消毒槽に収容された内
視鏡が洗浄消毒槽の底面に接触してしまい、該底面への内視鏡の接触部位に洗浄消毒不良
が発生しまうことを、保持網によって、洗浄消毒槽の底面と内視鏡との間に間隔を発生さ
せることにより防ぐことができる。
【特許文献１】特開２００７－２８２６７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ところで、使用済みの内視鏡は、病院内における内視鏡を用いて検査を行う検査室内に
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設置された洗浄消毒装置を用いて、病院スタッフにより、上述したように洗浄消毒を行う
のが一般的である。
【００１４】
　ところが、近年、病院スタッフの負担を軽減するとともに、使用後の内視鏡が検査室内
の配置物や、壁や床、さらには病院スタッフへの接触に伴う感染症の発生を防ぐ目的から
、病院外において、内視鏡の洗浄消毒を行う手法も周知である。
【００１５】
　具体的には、使用済みの内視鏡は、病院スタッフによって梱包された後、外部業者に運
搬される。その後、外部業者において、洗浄消毒装置を用いた洗浄消毒が行われ、洗浄消
毒後の内視鏡が再度梱包された後、病院に対して運搬されることにより、病院スタッフは
、外部業者により洗浄消毒された内視鏡を再度用いるといった手法である。尚、該手法は
、内視鏡に限らず、他の医療器具を洗浄消毒する場合であっても同様である。
【００１６】
　即ち、使用済みの内視鏡を外部業者において洗浄消毒してもらう場合には、内視鏡は、
病院内において運搬されるだけでなく、病院と病院外の外部業者との間においても運搬さ
れることになる。
【００１７】
　ここで、内視鏡を病院外に運搬する際は、通常、内視鏡をそのまま容器等の収容ケース
に入れて運搬を行うが、この場合、運搬中に収容ケース内において内視鏡は移動自在とな
っているため、振動や衝撃等が付与されると破損してしまう場合がある。また、振動や衝
撃等が付与されないように緩衝材を同梱すると、外部業者に洗浄消毒してもらう内視鏡の
本数が多い場合、内視鏡を収容ケースに梱包する作業に時間がかかってしまうといった問
題や、収容ケースの内側や緩衝材に、使用済みの内視鏡に付着した体液等が付着してしま
う場合があるため、不衛生であるといった問題があった。
【００１８】
　尚、上述した特許文献１に示したように、保持網に保持された内視鏡を、収容ケースに
梱包して運搬を行えば、病院スタッフは、内視鏡に非接触で梱包が行える他、外部業者も
、保持網に載置された状態で、内視鏡に対して非接触で洗浄消毒装置を用いて内視鏡を洗
浄消毒することができるとともに、洗浄消毒後の内視鏡が保持網に保持された状態で、内
視鏡に対して非接触で内視鏡を収容ケースに再度梱包することができることから、作業性
が向上するといった利点がある。
【００１９】
　しかしながら、保持網を用いたとしても、内視鏡を保持した保持網は、収容ケース内に
おいて移動自在となっているため、内視鏡をそのまま収容ケースに梱包する場合と同様の
問題が発生する他、矢張り、梱包作業に時間がかかってしまうといった問題もあった。
【００２０】
　本発明の目的は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、使用後または洗浄消毒後の
医療器具を、効率良く収容ケースに梱包できるとともに、収容ケース内における医療器具
の移動を防止することのできる構成を具備する医療器具運搬ユニットを提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記目的を達成するため本発明による医療器具運搬ユニットは、使用後または洗浄消毒
後の医療器具を運搬する医療器具運搬ユニットであって、前記医療器具を保持する保持部
材と、前記保持部材に設けられた、該保持部材に保持された前記医療器具に対し非接触で
前記保持部材を把持する該保持部材の把持部と、前記保持部が収容自在な収容部材と、前
記保持部材と前記収容部材との少なくとも一方に設けられた、前記収容部材に前記医療器
具を保持する前記保持部材が収容された際、前記収容部材内において、収容された前記医
療機器の位置を固定する固定部材と、を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
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　本発明によれば、使用後または洗浄消毒後の医療器具を、効率良く収容ケースに梱包で
きるとともに、収容ケース内における医療器具の移動を防止することのできる構成を具備
する医療器具運搬ユニットを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下に示す実施の形態にお
いては、医療器具は、内視鏡を例に挙げて説明する。
【００２４】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態の医療器具運搬ユニットを示す斜視図、図２は、図１の内視鏡を
保持した保持網が洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に収容自在な状態を示す部分斜視図、図３は
、図１の収容ケースに内視鏡を保持した保持網が収容されている状態を示す透視斜視図で
ある。
【００２５】
　図１に示すように、医療器具運搬ユニット１は、使用済みまたは洗浄消毒後の内視鏡１
００を保持する保持部材である保持網２と、該保持網２が収容自在な収容部材である収容
ケース１０とにより主要部が構成されている。
【００２６】
　保持網２は、内視鏡１００が載置される、例えば硬質な金属から形成された平面視した
形状が略楕円状であって平板状かつ網状の載置部２ｔと、該載置部２ｔから上方に延出す
るとともに、上部が載置部２ｔと略平行に折れ曲がった、例えば硬質な金属から形状が可
変できるように形成された固定部材である複数の係止ピン２ｐと、載置部２ｔの端部から
上方にクランク状に折れ曲がるよう、例えば硬質な金属から形成された把持部２ｈとから
主要部が構成されている。
【００２７】
　保持網２は、図２に示すように、内視鏡１００を保持した状態で、洗浄消毒装置２５の
洗浄消毒槽２６に対し収容自在となっている。このことにより、内視鏡１００は、保持網
２に保持された状態で、洗浄消毒槽２６内において洗浄消毒される。
【００２８】
　尚、洗浄消毒槽２６は、保持網２１の外形と平面視した状態で略同じか若干大きく形成
されていることから、洗浄消毒槽２６に保持網２が収容された際、保持網２は、洗浄消毒
槽２６において周方向に回転してしまうことがない。
【００２９】
　図１に示すように、複数の係止ピン２ｐは、載置部２ｔに内視鏡１００が載置された際
、内視鏡１００の操作部１００ａが係止されたり、巻回された内視鏡１００の挿入部１０
０ｂ及びユニバーサルコード１００ｃが係止されたりすることにより、載置部２ｔ上にお
いて、内視鏡１００の位置を規定する部材である。
【００３０】
　また、複数の係止ピン２ｐは、図２に示すように、洗浄消毒装置２５の洗浄消毒槽２６
に保持網２が収容された際、洗浄消毒槽２６において、内視鏡１００を洗浄に最適な位置
に規定する。具体的には、複数の係止ピン２ｐは、内視鏡１００の洗浄し難い部位が、例
えば挿入部１００ｂの先端が、洗浄消毒槽２６に洗浄液や消毒液、濯ぎ水を供給する図示
しない液体供給ポートの直下に位置するよう、内視鏡１００の位置を規定する。
【００３１】
　さらに、複数の係止ピン２ｐは、図３に示すように、収容ケース１０の収容部１０ｉに
内視鏡１００を保持する保持網２が収容された際、収容部１０ｉにおいて、内視鏡１００
の位置を固定する。
【００３２】
　尚、図１～図３においては、係止ピンは、３本示されているが、３本に限定されないこ
とは勿論である。
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【００３３】
　把持部２ｈは、ピン部２ｈｐとハンドル２ｈｄとから主要部が構成されており、保持網
２に保持された内視鏡１００に対して、作業者が非接触で保持網２を把持するためのもの
である。また、把持部２ｈのピン部２ｈｐは、載置部２ｔに対し内視鏡１００が載置され
た際、内視鏡１００のコネクタ部１００ｄが係止される。
【００３４】
　よって、保持網２の載置部２ｔに内視鏡１００が載置され、係止ピン２ｐに、操作部１
００ａと、巻回された挿入部１００ｂ及びユニバーサルコード１００ｃが係止され、さら
に、把持部２ｈのピン部２ｈｐに、コネクタ部１００ｄが係止された状態で、把持部２ｈ
のハンドル２ｈｄが作業者により把持されることにより、内視鏡１００は、保持網２に保
持された状態で運搬されるか、図２に示すように、洗浄消毒槽２６に収容される。
【００３５】
　尚、ハンドル２ｈｄは、図１、図２に示すように、ピン部２ｈｐに係止されたコネクタ
部１００ｄよりも上方に位置していることにより、ハンドル２ｈｄが作業者の手によって
把持された際、コネクタ部１００ｄが作業者の手に接触してしまうことが防がれている。
即ち、内視鏡１００に付着した汚れが、作業者の手に接触してしまうことが防がれている
。
【００３６】
　図１に示すように、収容ケース１０は、例えば長方体形状に形成されており、内部の収
容部１０ｉの外形が、平面視した状態で保持網２の載置部２ｔの外形と略同じ大きさか、
若干大きく形成されている。
【００３７】
　また、収容ケース１０は、収容部１０ｉの高さが、載置部２ｔに内視鏡１００を載置し
た状態で、載置部２ｔの底部から内視鏡１００の上部までの高さと略同じか若干大きく形
成されている。即ち、収容部１０ｉは、図３に示すように、内視鏡１００を保持する保持
網２が収容できる空間に形成されている。
【００３８】
　また、収容ケース１０の一側面に、保持網２の収容口１０ｓが形成されているとともに
、収容口１０ｓには、該収容口１０ｓに対して開閉自在な蓋１２が設けられている。
【００３９】
　また、収容ケース１０の高さ方向の上面に、収容口１０ｓの略中央位置から収容ケース
の長手方向に沿って、レール状に高さ方向上方に突出する突起部１１が形成されている。
また、突起部１１の上面は開口されている。
【００４０】
　突起部１１は、図３に示すように、収容ケース１０の収容部１０ｉに保持網２が収容さ
れた際、把持部２ｈのピン部２ｈｐが挿入されるとともに、収容ケース１０外に、把持部
２ｈのハンドル２ｈｄを露出させるものである。よって、突起部１１の上面開口１１ｈは
、把持部露出孔を構成している。尚、上面開口１１ｈの外周縁部にシール材が設けられて
いても構わない。シール材は、上面開口１１ｈを介して、収容部１０ｉから汚れが収容ケ
ース１０外に不意に流れ出てしまうことを防止する。
【００４１】
　また、蓋１２において、該蓋１２を収容口１０ｓに対し閉成した際、突起部１１に対向
する位置には、例えば半円状の切り欠き１２ｋが形成されている。切り欠き１２ｋは、収
容ケース１０の収容部１０ｉに保持網２が収容され、収容口１０ｓに蓋１２が閉成された
際、蓋１２が把持部２ｈのハンドル２ｈｄに接触してしまうのを防ぐものである。よって
、切り欠き１２ｋは、ハンドル２ｈｄの円形状に沿った形状を有していることが好ましい
。
【００４２】
　このことにより、図３に示すように、収容ケース１０の収容部１０ｉに保持網２が収容
され、収容口１０ｓに蓋１２が閉成された際、把持部２ｈのハンドル２ｈｄのみが突起部
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１１の上面開口１１ｈから収容ケース１０外に露出する。即ちハンドル２ｈｄは、汚染領
域外に位置することとなる。
【００４３】
　尚、内視鏡１００を保持する保持網２を収容ケース１０の収容部１０ｉに挿入する場合
には、ハンドル２ｈｄが上面開口１１ｈに沿うように挿入されることにより、作業者は、
内視鏡１００に非接触で、収容部１０ｉに保持網２を収容することができる。
【００４４】
　また、保持網２の収容後、作業者は、ハンドル２ｈｄを把持することにより、内視鏡１
００を保持した保持網２を収容した収容ケース１０を把持し、運搬することができる。
【００４５】
　尚、保持網２が収容ケース１０に収容された状態においては、図３に示すように、内視
鏡１００の位置は、載置部２ｔ上において、係止ピン２ｐや、把持部２ｈのピン部２ｈｐ
によって規定されている。即ち、内視鏡１００の位置が、係止ピン２ｐやピン部２ｈｐに
より固定されていることから、図３に示すように、収容口１０ｓが上方を指向するよう収
容ケース１０が回転されたとしても、収容ケース１０の収容部１０ｉの内壁に、内視鏡１
００が接触することが防がれている。
【００４６】
　また、運搬終了後、保持網２を収容ケース１０から取り出す際は、蓋１２を開成し、ハ
ンドル２ｈｄを、収容口１０ｓ方向に引っ張るのみで、作業者は、内視鏡１００に非接触
で容易に収容ケース１０から保持網２を取り出すことができる。
【００４７】
　このように、本実施の形態においては、医療器具運搬ユニット１は、保持網２と収容ケ
ース１０とから主要部が構成されており、保持網２には、載置部２ｔ上における内視鏡１
００の位置を規定する複数の係止ピン２ｐが形成されていると示した。また、複数の係止
ピン２ｐは、収容ケース１０の収容部１０ｉに保持網２が収容された際、収容部１０ｉに
おいて内視鏡１００の位置を固定すると示した。
【００４８】
　さらに、保持網２は、内視鏡１００を保持した状態で、図２に示すように、洗浄消毒装
置２５の洗浄消毒槽２６に収容自在であると示した。
【００４９】
　また、保持網２の把持部２ｈのハンドル２ｈｄは、保持網２に内視鏡１００が保持され
た際、内視鏡１００から離間した位置、即ち、作業者がハンドル２ｈｄを把持したとして
も、内視鏡１００に接触しない位置に設けられていると示した。
【００５０】
　さらに、収容ケース１０の突起部１１には、収容ケース１０の収容部１０ｉに保持網２
が収容された際、把持部２ｈのハンドル２ｈｄを、収容ケース１０から露出させる上面開
口１１ｈが形成されていると示した。
【００５１】
　このことによれば、作業者は、把持部２ｈのハンドル２ｈｄを把持するのみで、内視鏡
１００に非接触で、保持網２に保持された内視鏡１００を病院内または洗浄消毒装置２５
が設置されている部屋において運搬することができるとともに、内視鏡１００に非接触で
、内視鏡１００を保持する保持網２を、洗浄消毒槽２６に収容して、洗浄消毒装置２５を
用いて内視鏡１００の洗浄消毒を行うことができる。
【００５２】
　また、作業者は、ハンドル２ｈｄを把持して、使用後または洗浄消毒後の内視鏡が保持
された保持網２を、突起部１１の上面開口１１ｈからハンドル２ｈｄが露出するよう、突
起部１１に把持部２ｈのピン部２ｈｐを挿入して、収容ケース１０の収容部１０ｉに収容
した後、蓋１２を収容口１０ｓに対し閉成するのみで、収容ケース１０に対し保持網２を
、内視鏡１００に対して非接触で短時間かつ効率良く収容することができる。
【００５３】
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　また、収容部１０ｉに保持網２を収容して運搬する際、作業者は、収容ケース１０外に
位置する汚染領域外のハンドル２ｈｄを把持するのみで良いことから、内視鏡１００に対
して非接触で、感染を予防して内視鏡１００が収容された収容ケース１０の運搬を行うこ
とができる。
【００５４】
　また、収容部１０ｉに保持網２を収容して運搬する際、複数の係止ピン２ｐ及び把持部
２ｈのピン部２ｈｐによって、載置部２ｔ上における内視鏡１００の位置が規定されてい
る、即ち、収容部１０ｉにおける内視鏡１００の位置が固定されていることから、運搬中
に、内視鏡１００が、収容部１０ｉの内壁に収容ケース１０に付与される振動や衝撃によ
り接触し、破損してしまうことが防がれている他、使用後の内視鏡１００の外表面に付着
した汚物が、収容部１０ｉの内壁に付着してしまうことを防止することができる。
【００５５】
　また、洗浄消毒後の内視鏡１００を運搬する際も、運搬中に、内視鏡１００に対して、
外部から汚れが付着してしまうのを防止することができる。
【００５６】
　さらに、保持網２を収容部１０ｉから取り出す際も、作業者は、把持部２ｈのハンドル
２ｈｄを把持して抜去するのみで、内視鏡１００に対して非接触で、収容ケース１０の収
容部１０ｉから保持網２を取り出すことができる。
【００５７】
　尚、以下、変形例を、図４を用いて示す。図４は、収容ケースに内視鏡を保持した保持
網が収容された状態の変形例を示す透視斜視図である。
【００５８】
　図４に示すように、保持網２の載置部２ｔの底面に、固定部材であるレール状の突起部
２ｇが形成されており、収容ケース１０の収容部１０ｉに保持網２が収容された際、収容
ケース１０の突起部２ｇに対向する位置に、突起部２ｇが嵌入自在な固定部材である固定
溝１０ｇが設けられていても構わない。
【００５９】
　また、この場合、収容ケース１０において、収容口１０ｓに隣り合う側面に、収容口１
０ｒが形成されていても構わない。また収容口１０ｒには、該収容口１０ｒに対して開閉
自在な蓋１３が設けられている。収容口１０ｒは、蓋１３が開成された際、収容口１０ｒ
を介して固定溝１０ｇを露出させるものである。
【００６０】
　このような構成によれば、作業者は、蓋１３を開成して、保持網２の突起部２ｇを固定
溝１０ｇに嵌入させながら収容ケース１０の収容部１０ｉに内視鏡１００を保持する保持
網２を収容した後、蓋１２、１３を閉成することにより、収容部１０ｉに保持網２を収容
することができる。
【００６１】
　この状態においては、固定溝１０ｇに突起部２ｇが嵌入していることから、運搬中にお
いて、収容部１０ｉにおいて保持網２が動いてしまい、内視鏡１００が収容部１０ｉの内
壁に接触してしまうことが本実施の形態よりもより効果的に防止される。尚、その他の効
果は、上述した本実施の形態と同様である。
【００６２】
（第２実施の形態）
　図５は、本実施の形態の医療器具運搬ユニットにおける内視鏡が収容されたケース部材
を示す平面図、図６は、図５のケース部材の蓋体が開成された状態を示す側面図、図７は
、収容ケースに図５のケース部材が収容された状態を示す医療器具運搬ユニットの斜視図
である。
【００６３】
　尚、本実施の形態は、上述した第１実施の形態と比して、内視鏡を保持する保持部材を
ケース部材から構成した点のみが異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の
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形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００６４】
　図７に示すように、本実施の形態においては、医療器具運搬ユニット２００は、使用済
みまたは洗浄消毒後の内視鏡１００を保持する保持部材であるケース部材２０と、該ケー
ス部材２０が収容自在な収容部材である収容ケース３０とにより主要部が構成されている
。
【００６５】
　ケース部材２０は、図５に示すように、例えばゴム等の柔軟な材料からケース状かつ網
状に形成されたものであり、図６に示すように、固定部材であるケース部２０ｔと、該ケ
ース部２０ｔの収容口２０ｓに対して開閉自在な固定部材である蓋体２０ｖとから主要部
が構成されている。また、ケース部材２０は、図示しない洗浄消毒装置２５の洗浄消毒槽
２６に対して収容自在となっている。
【００６６】
　尚、ケース部材２０が、柔軟な材料から構成されているのは、図５、図６に示すように
、ケース部２０ｔの収容部２０ｉに内視鏡１００が収容された際、内視鏡１００のケース
部２０ｔまたは蓋体２０ｖへの接触に伴う内視鏡１００の破損を防止するためである。よ
って、ケース部材２０は、金属の心材に対し、柔軟な材料が被覆されてケース状かつ網状
に形成されていても構わない。
【００６７】
　ケース部２０ｔの底面からは、固定部材である複数の係止ピン２０ｐが起立して設けら
れている。複数の係止ピン２０ｐは、内視鏡１００の操作部１００ａ、挿入部１００ｂ、
ユニバーサルコード１００ｃ、コネクタ部１００ｄがそれぞれ係止されることにより、収
容部２０ｉにおける内視鏡１００の位置を規定するものである。
【００６８】
　また、複数の係止ピン２０ｐは、洗浄消毒装置２５の洗浄消毒槽２６にケース部材２０
が収容された際、洗浄消毒槽２６において、内視鏡１００を最適な位置に規定する。具体
的には、複数の係止ピン２０ｐは、内視鏡１００の洗浄し難い位置、例えば挿入部１００
ｂの先端が、洗浄消毒槽２６に洗浄液や消毒液、濯ぎ水を供給する図示しない液体供給ポ
ートの直下に位置するよう、内視鏡１００の位置を規定する。
【００６９】
　さらに、複数の係止ピン２０ｐは、図７に示すように、収容ケース３０の収容部３０ｉ
に内視鏡１００を保持するケース部材２０が収容された際、収容部３０ｉにおいて、内視
鏡１００の位置を固定する。
【００７０】
　また、ケース部２０ｔも、収容ケース３０の収容部３０ｉに内視鏡１００を保持するケ
ース部材２０が収容された際、収容部３０ｉにおいて、内視鏡１００の位置を固定する機
能を有している。
【００７１】
　また、ケース部２０ｔの収容口２０ｓにおける外周縁において、互いに対向する位置に
は、ケース部材２０に保持された内視鏡１００に対して作業者が非接触でケース部材２０
を把持するための把持部２０ｈがそれぞれ形成されている。
【００７２】
　蓋体２０ｖは、ケース部２０ｔの収容部２０ｉに内視鏡１００が収容され、ケース部２
０ｔに蓋体２０ｖが閉成された際、フック部２０ｆがケース部２０ｔに係止されることに
より、ケース部２０ｔに対して固定されるものである。
【００７３】
　また、蓋体２０ｖは、収容ケース３０の収容部３０ｉに内視鏡１００を保持するケース
部材２０が収容された際、収容部３０ｉにおいて、内視鏡１００の位置を固定する機能も
有している。
【００７４】
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　図７に示すように、収容ケース３０は、内部の収容部３０ｉが、ケース部材２０と略同
じ大きさの空間に形成されている。即ち、収容部３０ｉは、内視鏡１００を保持するケー
ス部材２０が収容できる大きさの空間に形成されている。
【００７５】
　また、収容ケース３０の一側面に、ケース部材２０の収容口３０ｓが形成されていると
ともに、収容口３０ｓには、該収容口３０ｓに対して開閉自在な蓋３２が設けられている
。
【００７６】
　また、収容ケース３０の高さ方向の上面であって、収容部３０ｉにケース部材２０を収
容した際、把持部２０ｈに重なる位置に、収容ケース３０外に、ケース部材２０の把持部
２０ｈを露出させる把持部露出孔３０ｈが形成されている。尚、把持部露出孔３０ｈの外
周縁部にシール材が設けられていても構わない。シール材は、把持部露出孔３０ｈを介し
て収容部３０ｉの汚れが、収容ケース３０外に不意に流れ出てしまうことを防止する。
【００７７】
　このことにより、図７に示すように、収容ケース３０の収容部３０ｉにケース部材２０
が収容された際、把持部２０ｈのみが把持部露出孔３０ｈから収容ケース３０外に露出す
る。即ち、把持部２０ｈは、汚染領域外に位置することとなる。
【００７８】
　尚、内視鏡１００を保持するケース部材２０を、収容ケース３０の収容部３０ｉに収容
する場合には、ケース部材２０は、柔軟な材料から構成されていることから、把持部２０
ｈを折り曲げて、把持部２０ｈを把持部露出孔３０ｈに嵌入させながら、収容部３０ｉに
ケース部材２０を挿入することにより、作業者は、内視鏡１００に非接触で、収容部３０
ｉにケース部材２０を収容することができる。
【００７９】
　また、ケース部材２０の収容後、作業者は、把持部２０ｈを把持することにより、内視
鏡１００を保持したケース部材２０を収容した収容ケース３０を把持し、運搬することが
できる。
【００８０】
　尚、ケース部材２０が収容ケース３０に収容された状態においては、内視鏡１００の位
置は、ケース部２０ｔや、複数の係止ピン２０ｐや、蓋体２０ｖによって規定されている
。即ち、内視鏡１００の位置が固定されていることから、収容ケース３０の収容部３０ｉ
の内壁に、内視鏡１００が接触することが防がれている。
【００８１】
　また、運搬終了後、ケース部材２０を収容ケース３０から取り出す際は、蓋３２を開成
し、把持部２０ｈを、把持部露出孔３０ｈから抜去し、ケース部材２０を引き出すのみで
、作業者は、内視鏡１００に非接触で容易に収容ケース３０からケース部材２０を取り出
すことができる。
【００８２】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡１００を保持する保持部材は、柔軟な材
料からケース状かつ網状に形成されたケース部材２０から構成されていると示した。
【００８３】
　また、ケース部材２０は、洗浄消毒装置２５の洗浄消毒槽２６に収容自在であると示し
た。
【００８４】
　さらに、複数の係止ピン２０ｐ、ケース部２０ｔ、及び該ケース部２０ｔに開閉自在な
蓋体２０ｖにより、収容ケース３０の収容部３０ｉにケース部材２０が収容された際、内
視鏡１００の位置が固定されると示した。
【００８５】
　また、収容ケース３０には、収容ケース３０の収容部３０ｉにケース部材２０が収容さ
れた際、把持部２０ｈを、収容ケース３０から露出させる把持部露出孔３０ｈが形成され
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ていると示した。
【００８６】
　このことによれば、作業者は、把持部２０ｈを把持するのみで、内視鏡１００に非接触
で、ケース部材２０に保持された内視鏡１００を病院内または洗浄消毒装置２５が設置さ
れている部屋において運搬することができるとともに、内視鏡１００に非接触で、内視鏡
１００を保持するケース部材２０を、洗浄消毒槽２６に収容して、洗浄消毒装置２５を用
いて内視鏡１００の洗浄消毒を行うことができる。
【００８７】
　また、作業者は、把持部２０ｈを把持して、使用後または洗浄消毒後の内視鏡１００が
保持されたケース部材２０を、把持部露出孔３０ｈから把持部２０ｈが露出するよう、収
容ケース３０の収容部３０ｉに収容した後、蓋３２を収容口３０ｓに対し閉成するのみで
、収容ケース３０に対しケース部材２０を、内視鏡１００に対して非接触で短時間かつ効
率良く収容することができる。
【００８８】
　また、収容部３０ｉにケース部材２０を収容して運搬する際、作業者は、収容ケース３
０外に位置する汚染領域外の把持部２０ｈを把持するのみで良いことから、内視鏡１００
に対して非接触で、感染を防止して内視鏡１００が収容された収容ケース３０の運搬を行
うことができる。
【００８９】
　さらに、収容部３０ｉにケース部材２０を収容して運搬する際、複数の係止ピン２０ｐ
及びケース部２０ｔ、蓋体２０ｖによって、ケース部材２０内における内視鏡１００の位
置が規定されている、即ち、収容部３０ｉにおける内視鏡１００の位置が固定されている
ことから、運搬中に、内視鏡１００が収容部３０ｉの内壁に、収容ケース３０に付与され
る振動や衝撃により接触し、破損してしまうことが防がれている他、使用後の内視鏡１０
０の外表面に付着した汚物が、収容部３０ｉの内壁に付着してしまうことを防止すること
ができる。
【００９０】
　また、洗浄消毒後の内視鏡１００を運搬する際も、運搬中に、内視鏡１００に対して、
外部から汚れが付着してしまうのを防止することができる。
【００９１】
　また、ケース部材２０は、柔軟な材料から構成されていることから、内視鏡１００がケ
ース部材２０に接触することに伴い、内視鏡１００が破損してしまうことを防止すること
ができる。
【００９２】
　さらに、ケース部材２０を収容部３０ｉから取り出す際も、作業者は、把持部２０ｈを
把持部露出孔３０ｈから抜去して収容部３０ｉからケース部材２０を引き抜くのみで、内
視鏡１００に対して非接触で、収容ケース３０の収容部３０ｉからケース部材２０を取り
出すことができる。尚、その他の効果は、上述した第１実施の形態と同様である。
【００９３】
　尚、以下、変形例を、図８を用いて示す。図８は、図７のケース部材を２つ重ねて運搬
する変形例を示す図である。
【００９４】
　本実施の形態においては、収容ケース３０に対して、内視鏡１００が収容されたケース
部材２０は、１つのみ収容する場合を例に挙げて示したが、これに限らず、図８に示すよ
うに、例えば２つのケース部材２０を収容ケース３０に収容して運搬しても構わない。
【００９５】
　尚、この場合、収容ケース３０の収容部３０ｉは、２つのケース部材２０が収容できる
大きさの空間に形成されている。
【００９６】
　また、２つのケース部材２０は、一方のケース部材２０に設けられた、例えばフック２
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１によって、固定自在となっている。
【００９７】
　さらに、収容ケース３０の上下には、各ケース部材２０の把持部２０ｈがそれぞれ収容
ケース３０外に露出できるよう、把持部露出孔がそれぞれ形成されている。
【００９８】
　このような構成によれば、１つの収容ケース３０で、２つのケース部材２０を収容する
ことができることから、内視鏡１００の運搬性を、本実施の形態よりも向上させることが
できる。尚、その他の効果は、上述した本実施の形態と同様である。
【００９９】
　また、上述した第１及び第２実施の形態においては、医療器具は、内視鏡を例に挙げて
示したが、これに限らず、内視鏡以外の医療器具、例えば処置具であっても本実施の形態
は適用可能である。
【０１００】
　ところで、使用済みまたは洗浄消毒後の内視鏡１００を保持する保持部材は、上述した
第１実施の形態に示した保持網２や、第２実施の形態に示したケース部材２０以外のもの
であっても構わない。以下、図９～図１１を用いて、保持部材の変形例を示す。
【０１０１】
　図９は、保持部材を、収縮自在な網状部材から構成した変形例を、内視鏡とともに示す
図、図１０は、図９の網状部材の収縮ストッパ機構を拡大して示す図、図１１は、図９の
網状部材内に内視鏡を収容した後、網状部材を収縮させた状態を示す図である。
【０１０２】
　図９に示すように、保持部材である網状部材４０は、使用済みまたは洗浄消毒後の内視
鏡１００を保持するものであり、細長で柔軟性を有するとともに、非収縮状態においては
Ｕ字状を有する筒状部材４２と、平面視した状態でＵ字状の筒状部材４２によって囲まれ
た部位を覆うとともに、内部に内視鏡１００が収容される収容部４１ｉが構成される筒状
部材４２に固定された網部４１と、Ｕ字状を有する筒状部材４２内に挿通された収束用ワ
イヤ４３と、筒状部材４２の各端部４２ｄから延出された２本の収束用ワイヤ４３が内部
４４ｉ（図１０参照）に挿通されたストッパ部材４４と、２本の収束用ワイヤ４３の各端
部を１つに固定する端部固定部材４５とにより主要部が構成されている。
【０１０３】
　ストッパ部材４４は、図１０に示すように、内部４４ｉに、２本の収束用ワイヤ４３が
挿通されていることから、筒状部材４２の各端部４２ｄと端部固定部材４５との間を、２
本の収束用ワイヤ４３をガイドにして移動自在となっている。
【０１０４】
　また、ストッパ部材４４には、バネ４４ｂの付勢力に伴って、常時、内部４４ｉにおい
て、２本の収束用ワイヤ４３を押圧する押圧部材４４ｐが設けられている。押圧部材４４
ｐによって、２本の収束用ワイヤ４３が押圧されている状態においては、ストッパ部材４
４の位置が固定される。尚、作業者は、バネ４４ｂの付勢力に抗して、押圧部材４４ｐを
引っ張れば、２本の収束用ワイヤ４３をガイドにして、ストッパ部材４４を移動させるこ
とができる。
【０１０５】
　このような構成を有する網状部材４０を用いて、内視鏡１００を運搬する場合には、先
ず、作業者は、非収縮状態における図９に示す網部４１の収容部４１ｉに、収容口４１ｓ
から、例えば使用済みの内視鏡１００を収容する。
【０１０６】
　その後、作業者は、ストッパ部材４４の押圧部材４４ｐを、バネ４４ｂの付勢力に抗し
て引っ張ることにより、ストッパ部材４４を、図１１に示すように、２本の収束用ワイヤ
４３をガイドにして、筒状部材４２の各端部４２ｄ近傍まで移動させる。
【０１０７】
　その結果、図１１に示すように、筒状部材４２は、各端部４２ｄが対向して、収容口４



(13) JP 2010-12034 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

１ｓが塞がれるように、Ｕ字状から略円形に変形しながら収縮する。尚、この際、筒状部
材４２の長さは、内視鏡１００に定められている、内視鏡１００を丸めた際の内視鏡１０
０の外形の径における最小径以下にはならない長さに設定されていることから、内視鏡１
００が、筒状部材４２より小さくなってしまうことがない。よって、筒状部材４２の収縮
に伴い、内視鏡１００が破損してしまうことが防止されている。
【０１０８】
　その後、作業者は、端部固定部材４５近傍の２本の収束用ワイヤ４３を把持して、内視
鏡１００が収容された網状部材４０を運搬する。よって、作業者は、内視鏡１００に触れ
ることなく、内視鏡１００を運搬することができる。
【０１０９】
　また、内視鏡１００を外部業者に運搬する場合には、網状部材４０を、例えば滅菌パッ
ク等の収容部材に収容して運搬する。また、外部業者において、内視鏡１００を洗浄消毒
する場合には、網状部材４０に内視鏡１００が収容された状態で、網状部材４０ごと、洗
浄消毒装置の洗浄消毒槽に投入して洗浄消毒を行う。尚、洗浄消毒の際は、筒状部材４２
は、収縮状態であっても非収縮状態であってもどちらであっても構わない。
【０１１０】
　最後に、網状部材４０から内視鏡１００を取り出す場合には、作業者は、押圧部材４４
ｐを、バネ４４ｂの付勢力に抗して引っ張り、２本の収束用ワイヤ４３をガイドにして、
ストッパ部材４４を、図９に示すように、端部固定部材４５近傍まで移動させる。
【０１１１】
　その結果、網部４１の収容口４１ｓは開口することにより、作業者は、収容部４１ｉか
ら内視鏡１００を取り出す。
【０１１２】
　ところで、使用済みまたは洗浄消毒後の内視鏡１００を保持する網状部材は、図９～図
１１に示した網状部材の他、図１２に示す構成のものであっても構わない。図１２は、図
９とは異なる網状部材を示す図である。
【０１１３】
　図１２に示すように、保持部材である網状部材５０は、内部５１ｉに収容口５１ｓを介
して、使用後または洗浄消毒後の内視鏡１００が収容される網部５１と、該網部５１の収
容口５１ｓの外周縁に設けられた収縮自在な収縮部５２と、該収縮部５２の内部に挿通さ
れた円状の紐５３とにより主要部が構成されていても構わない。
【０１１４】
　このような構成によれば、例えば使用後の内視鏡１００を運搬する際は、作業者は、先
ず、収容口５１ｓを介して、網部５１の内部５１ｉに内視鏡を収容する。その後、紐５３
を引っ張って、非収縮状態である収縮部５２を収縮させて、網部５１を収縮させて収容口
５１ｓを塞ぐことにより、網部５１の内部５１ｉに内視鏡１００を丸めて収容した状態で
、紐５３を把持して、内視鏡１００を運搬する。よって、作業者は、内視鏡１００に触れ
ることなく、コンパクトに内視鏡１００を運搬することができる。
【０１１５】
　その後、外部業者に内視鏡１００を運搬する場合には、網状部材５０を、例えば滅菌パ
ック等の収容部材に収容して運搬する。外部業者において、内視鏡１００を洗浄消毒する
場合には、外部業者は、網状部材５０ごと、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に投入して内視鏡
１００を洗浄消毒する。尚、洗浄消毒の際は、網部５１は、収縮状態であっても非収縮状
態であってもどちらであっても構わない。
【０１１６】
　最後に、内視鏡１００を取り出す場合は、作業者は、紐５３を弛緩して収縮部５２を非
収縮状態とし、収容口５１ｓを開口して、網部５１の内部５１ｉから内視鏡１００を取り
出す。
【０１１７】
　ところで、使用済みまたは洗浄消毒後の内視鏡１００を保持する網状部材は、図９～図
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１２に示した網状部材の他、図１３に示す構成のものであっても構わない。図１３は、図
９、図１２とは異なる網状部材を示す図である。
【０１１８】
　図１３に示すように、保持部材である網状部材６０は、内部６１ｉに使用後または洗浄
消毒後の内視鏡１００が収容される、内視鏡１００に沿った形状を有する網部６１と、該
網部６１の端部にそれぞれ設けられたストッパ６４と、網部６１に一部が挿通された円形
の紐６３とにより主要部が構成されている。
【０１１９】
　このような構成によれば、例えば使用後の内視鏡１００を運搬する際は、作業者は、先
ず、網部６１の内部６１ｉに、網部６１に沿って内視鏡１００を収容する。
【０１２０】
　次いで、作業者は、紐６３を引っ張ることにより、網部６１とともに、内視鏡１００を
丸める。尚、作業者による紐６３の引っ張りは、ストッパ６４が網部６１外に露出されま
で行われる。このことにより、内視鏡１００を丸めすぎて、内視鏡１００を破損させてし
まうことがストッパ６４により防止される。
【０１２１】
　この状態において、作業者は、紐６３を把持して、内視鏡１００を運搬する。よって、
作業者は、内視鏡１００に触れることなく、コンパクトに内視鏡１００を運搬することが
できる。
【０１２２】
　その後、外部業者に内視鏡１００を運搬する場合には、網状部材６０を、例えば滅菌パ
ック等の収容部材に収容して運搬する。外部業者において、内視鏡１００を洗浄消毒する
場合には、外部業者は、網状部材６０ごと、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に投入して内視鏡
１００を洗浄消毒する。尚、洗浄消毒の際は、網部６１は、丸まった状態であっても伸び
た状態であってもどちらであっても構わない。
【０１２３】
　最後に、内視鏡１００を取り出す場合は、作業者は、紐６３を弛緩して、網部６１の内
部６１ｉから内視鏡１００を取り出す。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】第１実施の形態の医療器具運搬ユニットを示す斜視図。
【図２】図１の内視鏡を保持した保持網が洗浄消毒装置の洗浄消毒槽に収容自在な状態を
示す部分斜視図。
【図３】図１の収容ケースに内視鏡を保持した保持網が収容されている状態を示す透視斜
視図。
【図４】収容ケースに内視鏡を保持した保持網が収容された状態の変形例を示す透視斜視
図。
【図５】第２実施の形態の医療器具運搬ユニットにおける内視鏡が収容されたケース部材
を示す平面図。
【図６】図５のケース部材の蓋体が開成された状態を示す側面図。
【図７】収容ケースに図５のケース部材が収容された状態を示す医療器具運搬ユニットの
斜視図。
【図８】図７のケース部材を２つ重ねて運搬する変形例を示す図。
【図９】保持部材を、収縮自在な網状部材から構成した変形例を、内視鏡とともに示す図
。
【図１０】図９の網状部材の収縮ストッパ機構を拡大して示す図。
【図１１】図９の網状部材内に内視鏡を収容した後、網状部材を収縮させた状態を示す図
。
【図１２】図９とは異なる網状部材を示す図。
【図１３】図９、図１２とは異なる網状部材を示す図。
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【符号の説明】
【０１２５】
 １…医療器具運搬ユニット
 ２…保持網（保持部材）
 ２ｈ…把持部
 ２ｇ…突起部
 ２ｐ…係止ピン
 １０…収容ケース（収容部材）
 １０ｉ…収容部
 １０ｇ…固定溝
 １１ｈ…上面開口（把持部露出孔）
 ２０…ケース部材（保持部材）
 ２０ｈ…把持部
 ２０ｐ…係止ピン（固定部材）
 ２０ｔ…ケース部（固定部材）
 ２０ｖ…蓋体（固定部材）
 ２５…洗浄消毒装置
 ２６…洗浄消毒槽
 ３０…収容ケース（収容部材）
 ３０ｈ…把持部露出孔
 ３０ｉ…収容部
 ４０…網状部材（保持部材）
 ５０…網状部材（保持部材）
 ６０…網状部材（保持部材）
 １００…内視鏡（医療器具）
 ２００…医療器具運搬ユニット
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